


































































































































































































































































































































  


































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                
 

                                                                                                                                                                                















































































　■大阪で花火大会、万博ソング
とシンクロ
　大阪府泉佐野市の市制施行周
年を記念した花火大会「大阪湾り
んくう芸術花火」が４日、市
内で開かれた。約１時間、休みな

く打ち上げ続けるのが特徴。
年大阪・関西万博開催を記念し、
宮崎市出身の小渕健太郎さんがメ
ンバーの男性デュオ「コブクロ」
が歌う、万博テーマソング「この
地球（ほし）の続きを」などの音

楽とシンクロした、鮮やかな花火
が大阪湾の空を彩った。
　午後６時ごろ開幕。花火は音楽
の曲調や歌詞と同期するよう綿密
にプログラムし、空高く打ち上げ
られた。本県や福岡県など、道

府県の花火師が参加した。
　■史料を後世へ、熊本大がクラ
ウドファンディング
　所蔵史料の保全や修復のため、
熊本大はクラウドファンディング
（ＣＦ）で資金を募っている。１

口円からで目標金額は万
円。史料をインターネットで公開
する国際規格のデジタルアーカイ
ブの整備も見据える。担当者は
「史料の保全と研究の継続のため
には資金が必要だ」と訴える。

　熊本大が所蔵する熊本藩筆頭家
老松井家の文書は約３万点に
及ぶが、虫食いなど劣化が進み、
研究や外部の機関への貸し出しに
支障を来している。大学予算は年
度内に使い切る必要があり、年度

をまたぐ期間がかかる修復は難し
いことからＣＦに乗り出した。
　松井家文書からは近年、宮本武
蔵の晩年や、細川家が薩摩に派遣
した密偵に関する記録が見つかっ
た。
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へ
析
解
ム
ノ
ゲ
全
ん
が
児
小

す
指
目
発
開
法
療
治
断
診

院病国全

がん組織や
血液を採取

全ゲノム解析で原因の
遺伝子変異を調べる

患者側に伝え
治療を試みる

1

2

4

専門家が
診断や治療法を
協議

3

小児がんの
全ゲノム解析の流れ

















































































































































 
 

書
読
で
ト

ネ

設
開
初
内
県
が
市
崎
宮

調
好
﹂
館
書
図
子
電
も
ど
子
﹁

題課トスコ、増覧閲り配ＤＩ





































割
１
度
知
認
　

法
済
救
Ｖ
Ａ

題
課
透
浸
性
女
歳




査調府政

ＡＶ出演被害防止・
救済法に関して

法の認知度

性的行為の撮影を
要求され、拡散される
問題の認知度

24.5
知
ら
な
い
63.6

知っている

11.9
%

22.8
%

26.9
50.3

※15～39歳の女性2万人が
　回答、内閣府による

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が

内
容
は
よ
く
知
ら
な
い

年献貢域地、究研育教
典式念記で大立公崎宮

  



















              





















︵
４
日
午
後

時
現
在
︶

火
山
性
地
震
　２
回

火
山
性
微
動
　０
回







































 
  

 

  

  




















低
学
年
の
部
で
大
賞
に
輝
い
た

뗒
交
通
安
全
뗓
の
뗊左
か
ら
뗋
黒
木
心

平

永
野
舜
太

水
野
大
樹
君
룄

４
日
午
後

宮
崎
市
・
宮
日
会
館

　
宮
崎
市
が
県
内
で
初
開
設
し
た

イ
ン
タ

ネ

ト
で
電
子
書
籍
を
閲
覧
で
き
る
﹁
子
ど
も

電
子
図
書
館
﹂
の
利
用
が
好
調
だ

市
内
全
公
立
小
中
生
に
利
用
Ｉ
Ｄ
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
利

用
が
急
増
し

９
月
の
閲
覧
数
は

万
回
を
超
え
た

タ
ブ
レ

ト
端
末
を
通
じ
教
育
現
場
で

も
活
用
で
き
る

市
は
読
書
離
れ
の
解
消
を
期
待
す
る
一
方

書
籍
代
が
割
高
で
一
部
は
再
購

入
が
必
要
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
抑
制
が
課
題
と
な

て
い
る


　
コ
ロ
ナ
禍
で
市
立
図
書
館

の
利
用
が
落
ち
込
ん
だ
た

め

読
書
離
れ
を
防
ぐ
た
め

開
設

絵
本
や
児
童
書
な
ど

を
中
心
に
３
６
３
０
冊
を
導

入
し
た


　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
に
よ
る
と
뗆４
月
뗊
日
か

ら
뗋の
閲
覧
数
は
１
５
３
３
뗇

翌
月
以
降
も
伸
び
悩
ん
だ
た

め
６
月
末
か
ら
全
児
童
生
徒

に
利
用
Ｉ
Ｄ
を
配
布
し

校

長
会
な
ど
を
通
じ
て
利
用
を

訴
え
た
と
こ
ろ

い
つ
で
も

ど
こ
で
も
読
め
る
利
便
性
が

受
け

７
月
は
７
万
４
１
８

３
回

９
月
は

万
６
２
５

０
回
と
大
幅
に
増
え
た

ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
や
偉
人
ら
を
学

ぶ
漫
画
が
人
気
と
い
う


　
教
育
現
場
で
も
利
用
は
進

む

宮
崎
小
︵
牧
野
宏
紀
校

長

４
１
２
人
︶
で
は

国

語
や
総
合
的
な
学
習
の
授
業

な
ど
で
活
用

学
校
で
は
貸

し
出
し
で
き
な
い
図
鑑
を
見

た
り

電
子
図
書
館
で
検
索

し
た
作
家
の
本
を
図
書
室
で

探
し
た
り
す
る
の
に
役
立
て

て
い
る

耒
住
祐
子
講
師

뗊
뗋は
﹁
本
の
読
み
方
が
広

が

て
い
る

多
く
の
教
科

で
効
果
的
に
使
い
関
心
を
深

め
た
い
﹂
と
話
す


　
一
方
で

価
格
は
１
冊
が

４
５
０
０
円
︵
同
図
書
館
平

均
額
︶
と
紙
の
本
と
比
べ
２


４
倍

複
数
人
が
閲
覧
で

き
る
数
十
冊
の
セ

ト
は


万
円
뗊同
뗋で
１
年
の
期
限
が

あ
り
뗆再
購
入
が
必
要
뗇本
年

度
は
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
で
き
た
が
来
年

度
以
降
は
市
の
予
算
か
ら
拠

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い


　
こ
の
た
め
閲
覧
数
の
少
な

い
本
の
セ

ト
は
再
購
入
せ

ず

新
し
い
セ

ト
と
入
れ

替
え
て
コ
ス
ト
を
抑
制

職

員
で
入
念
に
選
書
し

関
心

の
高
い
本
を
導
入
す
る

企

業
の
寄
付
を
募
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る


　
同
課
の
大
野
路
子
主
任
主

事
は
﹁
本
の
面
白
さ
を
知

り

紙
の
本
に
触
れ

図
書

館
に
足
を
運
ぶ
き

か
け
に

な
れ
ば
幸
い
﹂
と
話
し
て
い

る


︵
高
橋
良
太

川
原
智
美
︶

★
﹁
プ
レ
み
や
﹂
に
も
掲
載

開学周年を迎え、宮崎公立大で開かれた記念
式典＝４日午後、宮崎市

　■ペルーと外交年記念
　　佳子さま式典出席

　【リマ共同】ペルーを公式訪問中の秋篠宮
家の次女佳子さまは３日（日本時間４日）、
首都リマの外務省トーレタグレ宮で、日本と
ペルーの外交関係樹立周年記念式典に出
席された。あいさつで「両国の歩んできた歴
史に思いをはせるとともに、訪問先で交流を
深め、ペルーの魅力や素晴らしさをより深く
知りたい」と述べた。
　秋篠宮ご夫妻や姉小室眞子さんから過去の
訪問時の思い出を聞き「家にはペルーの本や
アルパカの縫いぐるみがあり、ペルーの音楽

を楽しむ機会も多かった」と紹介し、自身も
ペルーに親しみを感じていると語った。
　式典で、着物姿の佳子さまはイゲラス外務
副大臣と記念切手のパネルを除幕し뗛写真、
拍手した。

　■岸田首相の偽動画拡散

　岸田文雄首相の声や画像を使い、性的な発
言をしたように見せかけた偽の動画が交流サ
イト（ＳＮＳ）上で拡散していることが４
日、分かった。首相の声を生成ＡＩ（人工知
能）に学習させて作られたとみられ、日本テ
レビのニュース番組のロゴが使われていた。
　同社は「日本テレビの放送、番組ロゴをこ
のようなフェイク動画に悪用されたことは、
到底許すことはできない」として、しかるべ
き対応を取るとしている。
　偽動画では、スーツ姿の岸田首相が口元を
動かしているような様子で、カメラに向かっ
て発言する姿が写っている。動画は画面の端
に「日テレＮＥＷＳ」のロゴが使われてお
り、Ｘ（旧ツイッター）などで拡散された。

　■香港で鹿児島焼酎ＰＲ

　【香港共同】香港で４日、鹿児島県の焼酎
の認知度を向上させようと、香港島を走る２
階建て路面電車「トラム」を貸し切って、招
待した香港市民などにトラムで街中を移動し
ながら焼酎を楽しんでもらうＰＲイベントが
行われた。
　同県香港事務所が主催。交流サイト（ＳＮ
Ｓ）で影響力を持つ「インフルエンサー」や
メディア関係者、抽選で選ばれた市民が参加
し銘柄の焼酎を試飲した。
　参加者の代の女性は「それぞれ香りや味
が違って楽しめた。自宅でも飲みたい」と語
った。

第３種郵便物認可       　２０２３年땆令和５年땇１１月５日　日曜日
　　　　　　　

　社　　　会　
　　　　　　　

　１６ 　　

　
︻
ア
ト
リ
エ
ミ
ヤ
タ
﹁
木
の

手
仕
事
展
﹂
︼
１
階
イ
ベ
ン
ト

プ
ラ
ザ
룄
午
前

時

午
後
５

時

本
日
ま
で

入
場
無
料


　
︻
第
４
回
羊
心
会
書
作
展
︼

２
階
ギ

ラ
リ

룄
午
前

時


午
後
４
時

本
日
ま
で

入

場
無
料


上田蒼大君

　
県
内
の
小
学
生
が
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
作
品
の
ア
イ
デ
ア
や
完

成
度
を
競
う
﹁
第
６
回
み
や
ざ

き
ジ

ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ア
ワ

ド
﹂
︵
宮
崎
日
日
新
聞

社
主
催
︶
の
本
選
は
４
日

宮

崎
市
の
宮
日
会
館
で
あ

た


大
賞
は
低
学
年
の
部
が
同
市
の

チ

ム
﹁
交
通
安
全
﹂

高
学

年
の
部
が

江
平
小
５
年
の
上

田
蒼
大
君
뗊
뗋が
選
ば
れ
た


た

そ

う

　
﹁
み
ん
な
の
み
ら
い
﹂
を
テ


マ
に
作
品
を
募
集

５
個
人


チ

ム
か
ら
応
募
が
あ
り


１
次
審
査
を
通
過
し
た
４
個
人

６
チ

ム
が
ス
ラ
イ
ド
を
使

い

作
成
の
き

か
け
や
工
夫

し
た
点
な
ど
を
発
表
し
た

大

学
や
企
業
の
専
門
家
ら
４
人
が

審
査
を
行

た


　
チ

ム
﹁
交
通
安
全
﹂
は


自
転
車
に
乗
る
人
が
ゲ

ム
や

ク
イ
ズ
な
ど
を
通
し
交
通
ル


ル
を
身
に
つ
け
る
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
制
作

宮
崎
市
の
宮
崎

大
付
属
小
３
年
水
野
大
樹
君

뗊８
뗋
大
宮
小
３
年
永
野
舜
太

君
뗊９
뗋
江
平
小
３
年
黒
木
心

平
君
뗊８
뗋の
３
人
の
チ

ム


黒
木
君
は
﹁
ゲ

ム
を
つ
く
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
面
白
い


高
学
年
の
部
に
な
る
来
年
も
大

賞

準
大
賞
を
目
指
し
た
い
﹂

と
話
し
た


　
上
田
君
が
開
発
し
た
﹁
Ｂ
ｅ

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
﹂
は

話
す
こ
と
が

苦
手
な
人
間
が

人
工
知
能

︵
Ａ
Ｉ
︶
を
活
用
し

そ
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
音
声
で

返
す
ア
プ
リ

２
年
前
に
は
チ


ム
で
大
賞
を
獲
得
し

﹁
応

援
し
て
く
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
仲
間
や
家
族
に
感
謝
し
て
い

る
﹂
と
喜
ん
で
い
た


　
上
田
君
は

来
年
３
月
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
選
抜
小

学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大
会
に

出
場
す
る


　
準
大
賞
の
受
賞
者
と
作
品
名

は
次
の
通
り

︵
敬
称
略
︶

　
低
学
年
の
部
룄
ア

ス
ク
リ

ン

︵
都
城
市
・
大
王
小
２
年
鎌
田
逢
生


都
城
市
떶
大
王
小
３
年
鵜
島
伊
吹
뗋
﹁
う

み
を
き
れ
い
に
し
よ
う
！
﹂
▽
高
学
年

の
部
룄
鈴
木
雅
貴
︵
宮
崎
市
・
宮
崎
大

付
属
小
６
年
︶
﹁
お
薬
管
理
ア
プ
リ
﹂

　
出
演
契
約
の
解
除
権
な
ど
を

定
め
た
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
︵
Ａ

Ｖ
︶
出
演
被
害
防
止
・
救
済
法

に
つ
い
て

施
行
か
ら
約
８
カ

月
後
の
今
年
２
月
に
内
閣
府
が

実
施
し
た
調
査
で




歳

の
女
性
の
認
知
度
が
約
１
割
に

と
ど
ま

て
い
た
こ
と
が
４
日

ま
で
に
分
か

た

被
害
に
遭

い
や
す
い
年
齢
層
へ
浸
透
し
て

い
な
い
懸
念
が
あ
り

内
閣
府

の
担
当
者
は
﹁
交
流
サ
イ
ト

︵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︶
な
ど

若
者
が
よ

く
使
う
媒
体
で
の
周
知
に
努
め

た
い
﹂
と
し
て
い
る


　
内
閣
府
に
よ
る
と

性
暴
力

に
関
す
る
ア
ン
ケ

ト
で
女
性

２
万
人
が
回
答
し
た

モ
デ
ル

な
ど
に
誘
わ
れ
て
性
的
行
為
の

撮
影
を
求
め
ら
れ

映
像
や
画

像
が
拡
散
さ
れ
る
問
題
に
つ
い

て
﹁
知
ら
な
い
﹂
と
の
回
答
が

約
半
数

こ
う
し
た
問
題
に
対

処
で
き
る
救
済
法
を
﹁
知

て

い
る
﹂
は

・
９
％
に
過
ぎ

ず

﹁
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が

内
容
は
よ
く
知
ら
な
い
﹂
が


・
５
％

﹁
知
ら
な
い
﹂
が


・
６
％
だ

た


　
救
済
法
を
知

て
い
る
ほ

ど

望
ま
な
い
撮
影
に
応
じ
に

く
い
傾
向
も
判
明

応
じ
て
し

ま

た
ケ

ス
で
は

救
済
法

を
知

て
い
る
人
の

・
１
％

が
公
的
機
関
な
ど
に
相
談
し
て

い
た
が

知
ら
な
い
人
で
相
談

し
た
の
は

・
３
％
に
と
ど
ま


た


　
救
済
法
は
昨
年
６
月
に
施
行

さ
れ
た

事
業
者
に
契
約
書
の

交
付
な
ど
を
義
務
付
け

違
反

行
為
の
罰
則
を
規
定

映
像
が

公
開
さ
れ
て
も
１
年
間
︵
施
行

後
２
年
ま
で
は
２
年
間
︶
は
無

条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る
と

し
て
い
る


　
宮
崎
市
떶宮
崎
公
立
大
뗊
利

則
学
長
뗆８
９
６
人
뗋の
開
学


周
年
記
念
式
典
は
４
日

同
大

学
講
堂
で
あ

た

教
育
や
研

究

地
域
貢
献
活
動
を
推
進
す

る
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た

同
大
学
の
節
目
を
祝

た


　
式
典
に
は
河
野
知
事
や
清
山

知
憲
市
長

県
選
出
の
国
会
議

員
ら
約
２
６
０
人
が
出
席



学
長
は
﹁
困
難
や
多
様
性

変

化
へ
の
対
応
力
を
身
に
付
け
る

教
育
を
推
進
し

自
由
な
発
想

を
生
み
出
し
て
い
く
﹂
と
あ
い

さ
つ

清
山
市
長
は
﹁
教
養
あ

る
グ
ロ

バ
ル
人
材
の
育
成
を

積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
き
た

い
﹂
と
述
べ
た


　
記
念
事
業
と
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
面
接
に
対
応
で
き
る
学
生
用

ブ

ス
を
新
設
し

学
生
食
堂

を
改
修
し
た
こ
と
を
説
明

来

年
３
月
に
グ
ル

プ
学
習
が
可

能
な
ホ

ル
を
図
書
館
に
設
置

す
る
こ
と
を
報
告
し
た


　
記
念
講
演
で
は
Ｉ
Ｔ
企
業
役

員
で
お
笑
い
芸
人
の
厚
切
り
ジ


イ
ソ
ン
さ
ん
뗊
뗋が
登
壇


物
事
に
挑
戦
す
る
上
で
﹁
普
段

の
仕
事
や
学
業
を
こ
な
し
な
が

ら

少
し
ず
つ
や
り
た
い
こ
と

に
力
を
入
れ
た
方
が
成
功
し
や

す
い
﹂
と
学
生
に
伝
え
た

こ

の
ほ
か

ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動

な
ど
を
テ

マ
に
し
た
学
生
の

発
表
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ

た


︵
高
橋
良
太
︶

が
ん
と
ゲ
ノ
ム

　
が
ん
は

遺
伝
子
変
異
が
蓄

積
し
て
発
症
す
る

が
ん
組
織

や
血
液
か
ら
原
因
と
な
る
遺
伝

子
変
異
を
調
べ

患
者
ご
と
に

最
適
な
薬
を
選
ぶ
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
が
近
年
進
ん
で
い
る

が

ん
に
関
連
す
る
１
０
０
以
上
の

遺
伝
子
を
一
度
に
調
べ
る
﹁
パ

ネ
ル
検
査
﹂
が
実
用
化
さ
れ


原
因
遺
伝
子
を
タ

ゲ

ト
と

す
る
分
子
標
的
薬
を
使
え
ば
高

い
効
果
が
期
待
で
き
る

た
だ

が
ん
と
の
関
連
が
分
か

て
い

る
遺
伝
子
は
ご
く
一
部
で

治

療
に
つ
な
が
る
患
者
は
１

２

割
と
さ
れ
る

そ
の
た
め
全
ゲ

ノ
ム
解
析
で
網
羅
的
に
調
べ
る

研
究
も
行
わ
れ
て
い
る


　
診
断
が
困
難
な
小
児
が
ん
患

者
に
最
適
な
治
療
法
を
見
つ
け

る
た
め

全
て
の
遺
伝
情
報

︵
ゲ
ノ
ム
︶
룄

룄
を
網
羅
的

に
調
べ
る
﹁
全
ゲ
ノ
ム
解
析
﹂

を
行
い

精
度
の
高
い
診
断
や

有
効
な
治
療
に
つ
な
げ
る
東
大

病
院
な
ど
の
チ

ム
の
研
究

が

全
国
約

の
医
療
機
関
で


月
中
に
始
ま
る

来
年
３
月

ま
で
に
患
者
１
０
０
人
に
協
力

依
頼
し

有
効
性
を
検
証
す
る

予
定


　
小
児
が
ん
は
年
間
２
千
人
か

ら
２
５
０
０
人
が
新
た
に
診
断

さ
れ
る

希
少
が
ん
や
血
液
が

ん
が
多
く

種
類
が
多
様
な
た

め
正
確
な
診
断
や
治
療
選
択
が

難
し
い
こ
と
が
あ
る


　
研
究
は
東
大
病
院
の
ほ
か


京
大
病
院
な
ど
小
児
が
ん
を
重

点
的
に
診
療
す
る
病
院
が
参

加

病
院
で
採
取
し
た
が
ん
組

織
や
血
液
な
ど
の
検
体
を
国
立

成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ

に
集

め

品
質
確
認
し
た
後

民
間

の
検
査
会
社
が
全
ゲ
ノ
ム
解
析

す
る


　
解
析
結
果
を
基
に
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ

で
デ

タ
を
分

析

小
児
が
ん
や
ゲ
ノ
ム
の
専

門
家
ら
で
構
成
す
る
会
議
で
診

断
や
有
効
な
治
療
に
つ
い
て
協

議
し

結
果
を
主
治
医
か
ら
患

者
家
族
に
説
明
す
る
と
い
う
仕

組
み
だ


　
研
究
責
任
者
の
加
藤
元
博
東

大
教
授
︵
小
児
科
︶
は
﹁
小
児

が
ん
は
ゲ
ノ
ム
変
異
が
成
人
よ

り
も
少
な
く

そ
の
分
診
断
に

直
結
す
る

治
療
の
方
向
性
や

強
さ
を
決
め
る
の
に
も
役
立

つ

将
来
的
に
は
幅
広
く
患
者

が
全
ゲ
ノ
ム
解
析
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
﹂
と
話
し
て

い
る


ス
マ
ホ
撮
影
か

橋
か
ら
転
落
死

静
岡
で

代
女
性

　
４
日
午
前
９
時

分
ご
ろ


静
岡
県
東
伊
豆
町
片
瀬
の
要
害

橋
で
﹁
娘
が
橋
か
ら
落
ち
た
﹂

と
１
１
０
番
が
あ

た

静
岡

県
警
や
地
元
消
防
が
捜
索
し


約
２
時
間
半
後

約

뗠
下
の

谷
で
女
性
を
救
助
し
た
が

搬

送
先
の
病
院
で
死
亡
が
確
認
さ

れ
た

千
葉
県
の

代
女
性
と

み
ら
れ

県
警
が
身
元
を
調
べ

て
い
る

﹁
シ
カ
が
見
た
い
﹂

と
１
人
で
車
を
降
り

ス
マ


ト
フ

ン
で
撮
影
を
し
て
い
た

際
に
誤

て
転
落
し
た
可
能
性

が
あ
る
と
い
う


西
都

떶
７
度

県
内
各
地
夏
日

　
県
内
は
４
日

高
気
圧
に
覆

わ
れ
て
晴
れ

各
地
で
気
温
が

上
昇
し
た

西
都
市
で

・
７

度
を
観
測
す
る
な
ど

全

観

測
地
点
中

地
点
で

最
高
気

温
が

度
以
上
の
﹁
夏
日
﹂
と

な

た


　
各
地
の
最
高
気
温
は
日
向


都
城

串
間
市
で
い
ず
れ
も


・
０
度

宮
崎
市

・
５
度
な

ど

平
年
よ
り
５
度
前
後
高
か


た


　
宮
崎
地
方
気
象
台
に
よ
る

と

５
日
の
県
内
は
気
圧
の
谷

や
湿

た
空
気
の
影
響
で
お
お

む
ね
曇
り
で

昼
す
ぎ
か
ら
雨

が
降
る
所
が
あ
る
見
込
み

最

高
気
温
は
日
南
市
油
津

都
城

市

度

宮
崎
市

度

延
岡

市

度

高
千
穂
町

度
と
予

想
さ
れ
て
い
る


山
に
学
生
遺
体

ヒ
グ
マ
襲
撃
か

北
海
道

　
北
海
道
南
部
の
大
千
軒
岳

だ
い
せ
ん

げ

ん

だ

け

︵
１
０
７
２
뗠
︶
で
男
性
の
遺

体
が
発
見
さ
れ

松
前
署
は
４

日

遺
体
は
函
館
市
港
町
２
丁

目

大
学
生
屋
名
池
奏
人
さ
ん

뗊
뗋で

死
因
は
出
血
性
シ



ク
だ

た
と
明
ら
か
に
し

た

遺
体
の
近
く
で
ヒ
グ
マ
の

死
骸
が
見
つ
か

て
お
り

署

は
ク
マ
に
襲
わ
れ
た
と
み
て
い

る


　
署
に
よ
る
と

屋
名
池
さ
ん

は
友
人
に
﹁

月

日
か
ら
１

人
で
山
に
行
く
﹂
と
伝
え
た

後

行
方
不
明
に
な

た

遺

体
は

月
２
日
に
発
見
さ
れ


Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
で
身
元
を
特
定

し
た


月

日
午
前
に
近
く

で
ク
マ
に
襲
わ
れ
た
３
人
が

﹁
ナ
イ
フ
で
ク
マ
の
首
を
刺
し

た
﹂
と
話
し
て
お
り

同
じ
ヒ

グ
マ
が
連
続
し
て
襲
撃
し
た
可

能
性
が
あ
る



